
令和6年9月17日

6 会 議 内 容

【指示事項】
 ◆本提案のとおり検討を進めること。
 ◆必要に応じて、議会や町会・自治会に対して説明を行うこと。
 ◆検討会の開催やパブリックコメントの実施を検討すること。
 ◆喫煙マナーの周知啓発を引き続き行うこと。

□ 案のとおり決定する。 【備考】
検討会の開催やパブリックコメントの実
施を検討

■ 一部修正の上、決定する。 

□ 継続して検討する。

□ 案を否決する。

3 件 名 公共の場所における喫煙に関する規制強化および公衆喫煙所の整備促進等について

4 出 席 者
区長、堀越副区長、新井副区長、教育長
各部長・担当部長
企画経営部各課長・総務課長・戦略広報課長

5 会 議 結 果

令和６年度第10回 区政運営会議 記録要旨

1 日 時 令和６年９月17日（火）10：25 〜 10：50 2 場 所 第五委員会室
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資料1̲公共の場所における喫煙に関する規制強化および公衆喫煙所の
   整備促進について
資料2̲公共の場所における喫煙実態並びに苦情および公衆喫煙所等の
   分布

・区内全域を喫煙禁止としている区〜8区（罰則あり2区、罰則なし6区）
・当区の民間公衆喫煙所の助成率は3分の2(禁止地区内5分の4)であるが、
全域規制している8区は全て上限額内で10分の10

①
現 状
課 題

・区民、町会・自治会等から路上喫煙禁止・環境美化推
進地区（以下「推進地区）以外の場所における喫煙に関
する苦情、規制強化の要望が寄せられている。
・区内全域の駅周辺において、危険性や迷惑性のある喫
煙、吸い殻のポイ捨てが存在している。
・公衆喫煙所の整備が不足しており、区民、町会・自治
会等から増設の要望がある。

③
そ の 他
（ｽｹｼﾞｭｰﾙ
等）

R6.9   方針決定
R6.10 警察・消防に説明（三者機関情報連絡会）
R6.11 町会・自治会に説明（町会長会議）
R7.3   第一回定例会：条例等改正、予算確定
     報道発表（条例改正および助成要綱改正）
R7.4〜  周知活動、喫煙所整備促進
R7.7   改正条例施行

目  的

対応方策

 公共の場所における喫煙に関する規制強化および公衆喫煙所の整備促進等について、添付資料記載の方針・スケジュールで進めてよろしいか。

R7.7.1施行までに重点広報

項目

② 付議事案

条例規則

方法（時期）

第一回定例会において条例・施行規則改正

11月の区民委員会において規制強化等の検討を報告

一定議決後、区長定例記者会見等での発表を想定

喫煙者、非喫煙者の双方が納得できる喫煙に関する規制強
化および公衆喫煙所の整備等を進め、区民のウェルビーイ
ングの向上につなげる。

・喫煙禁止エリアを区内全域に拡大（罰則なし。推進地区
は従来のまま過料あり）
・民間公衆喫煙所の助成率を引き上げることで整備を促進

5 概 要

4
論 点
（ 決 定 を 要
す る 事 項 ）

広報・HP

議会説明

区民参加

報道発表

付 議 事 案 書
審議事項 ・ 報告事項

 公共の場所における喫煙に関する規制強化および公衆喫煙所の整備促進等について

2 担 当 部 課  地域振興部 地域活動課 3 関 連 部 課  健康推進部 健康課

1



【路上喫煙禁止 地域美化推進地区】

規制強化の方針案

現状の推進地区・地域要望等

公共の場所における喫煙に関する規制強化および公衆喫煙所の整備促進等について
地 域 振 興 部
地 域 活 動 課

資料１

・秋の区政協力委員会での意見(R5)
品川第一、大崎第一、荏原第四にて推進地区の拡大要望

・推進地区以外の喫煙実態（20駅の半径200mの地区）
全ての地区で、配慮のない路上喫煙、歩行喫煙を確認

・苦情等(R5)
121件中88件(73%)が推進地区以外のもの

※地図出典：国土地理院ウェブサイトをもとに品川区地域振興部地域活動課生活安全担当が加工（2020年８月）

現行 Ａ案 Ｂ案 Ｃ案

概要 全域歩行喫煙禁止
(努力義務)

全域喫煙禁止
(禁止規定。罰則なし)

全域喫煙禁止
(罰則あり)

推進地区追加
(罰則あり)

所管
評価 ー ○ × ×

課題 ー
・罰則なしのため、パトロール等
による指導啓発、苦情等への対応
強化が必要

・大規模な取締班の増強が必要
・喫煙所の整備の不足

・追加されない町会、自治会から
の納得が得にくい

現状を踏まえ、喫煙者・非喫煙者の双方が納得できる
①喫煙に関する規制強化および②公衆喫煙所の整備等を進め、
区民のウェルビーイングの向上につなげる。

【地域要望等】



【現状】
公設～８か所
（大井町・五反田・大崎・西大井）
民設～１か所（五反田）

【今年度中の民設増設予定】
確定～１か所（大森）
候補～７か所（ファミリーマート）

※既存の喫煙所への協力要請

【不足感の解消】
区HPに「CLUB JT」のリンクを張り
喫煙できる飲食店等を合わせて紹介
・喫茶店75か所

指定喫煙所の整備

【警察・消防】
10月の三者機関情報連絡会に
おいて説明

【町会・自治会】
秋の区政協力委員会開催時期
の町会長会議において説明

【その他】
平時からの区民からの問合せ
や事前の議会ならびに町会・
自治会への説明等により区民
意見は聴取しているため、パ
ブリックコメントは行わない。

地域等への説明

【設置】2/3(禁止地区4/5)→10/10
対象経費上限額1000万円

【維持】2/3→10/10
対象経費上限額120万円→150万円
5年限定→更新可能
対象経費に｢家賃・賃貸料等｣を加える

民間喫煙所の助成率改正

種別 面積(㎡) 上限額 種別 面積(㎡) 上限額
2.5〜5 200万円 2.5〜4 300万円
5〜10 400万円 4〜5 400万円
10〜15 600万円
15〜20 800万円
20以上 1000万円 10以上 1000万円

屋
内

コ
ン
テ
ナ
型

1㎡ごとに+100万円
～

スケジュール

規制強化の概要

【周知】
・区のHP、広報しながわ等の通常広報
・生活安全サポート隊、シルバー人材センター
会員による巡回指導における声掛け案内

※警備会社への巡回委託（夜間も含めて増強）

【喫煙所の整備】
・ 民間公衆喫煙所の助成事業を拡大

新規設置10か所、既存10か所の計20か所
（都の補助金～上限1000万円の1/2）

・ 公設のものは、町会等の了承が得られ次第

【旧規制の表示物の貼付場所の確認】
・駅周辺～シルバー人材センター会員の巡回時
・その他～生活安全サポート隊のパトロール時

施行前後の対策

区内全域

推進地区

私有地
周囲の状況に配慮

（健康増進法の配慮義務）

公園・広場など
歩行喫煙禁止
（努力義務）

道路
歩行喫煙禁止
（努力義務）

道路
喫煙禁止

（千円の過料）

公園・広場など
歩行喫煙禁止
（努力義務）

私有地
周囲の状況に配慮

（健康増進法の配慮義務）

区内全域

推進地区

公園・広場など
喫煙禁止

（禁止規定）

道路
喫煙禁止

（禁止規定）

道路
喫煙禁止

（千円の過料）

私有地
周囲の状況に配慮

（健康増進法の配慮義務）

私有地
周囲の状況に配慮

（健康増進法の配慮義務）

公園・広場など
喫煙禁止

（禁止規定）

3月
10月

警察・消防に説明

11月

町会・自治会に説明
・第１回定例会
条例改正・予算確定

・助成要綱改正

7月

改正条例施行

12月～令和7年2月

喫煙所事業者との調整

4月～6月

周知等の対策



資料２ 公共の場所における喫煙実態ならびに苦情および喫煙所等の分布
地 域 振 興 部
地 域 活 動 課

凡例
苦情（R5年度）
指定喫煙所（公設）
指定喫煙所（民設）
その他喫煙所 （CLUB JT）
喫煙可能カフェ（CLUB JT）

１ 実施場所・日時
推進地区以外の20駅
各駅１日（7:00～9:00､12:00～14:00､17:00～19:00 ６時間）

２ 調査区域
駅改札口から半径200ｍ内の公道上、公園、屋外スポーツ施設、公開空地等

３ 調査方法
１地区４名で区割り
立ち止まっての喫煙者数、歩きながらの喫煙者数をカウント

４ 結果
・ 迷惑性、受動喫煙等のおそれが否定できない路上等での喫煙が相当数ある
・ 努力義務で禁止している歩行喫煙も守られていない状況がある
・ 調査区域内の公園や広場でも喫煙状況がある
・ 西大井駅111人は、東口公衆喫煙所から道路上に出て喫煙していた86人を含む

喫煙状況実態調査 苦情および喫煙所等の分布


